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１ 研究内容１ 児童生徒の思考に沿った単元デザインの工夫 

  

（１）課題設定、見通し 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（中学３年理科） 

「セキツイ動物が進化をしたことを
証明しよう」という課題を設定した。 
生徒が自身の興味・関心に応じて動物

や資料の選択ができ、意欲的に学習を進
めることができた。 
また、見通しにおいて「証拠を集める

ことで証明ができる」「仲間と力を合わ
せることでより深い証明ができる」とい
うことを生徒と共有することで、主体的
に学習を進められるようにした。 

課題を解決するために、「自分一人よ
りも、友達と協力することで、効率よく、
より説得力のある、確かな証明を行うこ
とができる」という見通しをもたせられ
るようにしたが、実際の交流の様子か
ら、見通しの共有が不十分であったと考
えられる。 

協力校授業① 
（小学２年体育） 

「楽しく技を身に付ける『五条っ子マ
ットランドのパンフレット』を作って交
流しよう」という課題を設定した。 
自分達で自由に「遊び」を考え、それ

をパンフレットにするという学習を通
して、児童の興味・関心を高め、最後ま
で意欲をもって学習に取り組むことが
できた。 
 自分の力だけでなく、友達のよいとこ
ろを発見し、それを参考にしようという
見通しを共有した。そうすることで、単
元を通じて友達と協力しようとする意
志をもち続け、主体的に学習に取り組む
ことができた。 

 

協力校授業② 
（中学１年理科） 

 「鍵盤ハーモニカのしくみを考えよ
う」という課題を設定した。 
生徒に実生活で使ったことのある「鍵

盤ハーモニカ」の内部構造について考え
させることで、意欲や好奇心をもち続け
て学習を進めることができた。 
 ハーモニカの内部は、分解をしなくて
も、音のしくみや他の音の鳴る物を調べ
ることで明らかにすることができるの
ではないか、と仮説を立てて探究してい
く学習活動を、単元を通して行うこと
で、見通しをもって主体的に学習を進め
ることができた。 

 

センター発表会Ⅱ 
（小学４年社会） 

 「屯田兵たちは、どのようにして旭川
を開拓したのだろう」という課題を設定
した。 
抽象的な学習課題を設定することで、

児童から幅広い予想を引き出し、児童の
興味・関心を学習内容とすることができ
た。 
 学習問題の解決を目指し、単元の学習
内容を劇化する方法を取ることで、単元
の学習に意欲をもち、最後まで主体的に
学びを進めることができた。 

 課題の設定を工夫し、学習対象を広く
することによって、児童の興味・関心を
さらに高めて、より主体的に学びを進め
ることが可能であったと考えられる。 

第Ⅴ章 研究の成果と課題 



第Ⅴ章 

- 2 - 

 

（２）自己決定、自己選択 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（中学３年理科） 

探求するグループを複数設定し、生徒
が自らの興味・関心に応じて、「何を学
ぶか」を選択できるようにした。そうす
ることで、生徒が主体的に学びを進める
ことができた。 
個人で調べ学習をしたり、友達と意見

を交流したり、「どのように学ぶか」を
生徒が決定できるようにした。そうする
ことで、学習を適切に調整しながら学び
を進めることができた。 

学習内容や学習方法、学習時間につい
て、「何を、どこまで生徒に委ねるのか」
を、より吟味する必要がある。特に、学
習時間について、本時は教師主導で調整
した。しかし、どれくらいの時間が必要
か、どれくらいの時間をかければ学びが
深まるのか、ということを、日常的に生
徒が自ら決めることが重要であると考
える。そうすることで、学習調整を図り
ながら、より主体的に学ぶことができる
ようになると考える。 

協力校授業① 
（小学２年体育） 

 自分がしたい動き、取り入れたい動き
を自由に組み合わせたり、友達の遊びを
参考にして、自分の遊びを工夫したり改
善したりすることで、自分の興味・関心
を高めながら、主体的に学習に取り組む
ことができた。 

導入段階で、一通り児童へ技を知らせ
たり、場の使い方を伝えたりしたが、同
じ場で活動している他の児童の「よさ」
をそのまま模倣し、同じグループ内で似
たものができてしまう様子が見られた。
マットの置き方や学び方、遊びの構成へ
の声掛けなどを工夫し、児童が自らの興
味・関心に応じて学びを進めていくこと
ができるようにする必要がある。 

協力校授業② 
（中学１年理科） 

 音のしくみを学習する際に、自分が調
べてみたい内容や、それをどのような方
法で調べるかについて自分で決めるこ
とができるようにした。自らの興味・関
心に基づいて学習を進めることで、主体
的に学習に取り組み続けることができ
た。 

  

センター発表会Ⅱ 
（小学４年社会） 

 調べ学習では「自由進度学習」を取り
入れ、調べる内容や順番、活用する資料
などを、自らの意志で選択・判断できる
ようにした。そうすることで、児童は見
通しをもち、友達と協力して調べ学習を
進めることができた。 

 調べ学習の時間を教師側で設定し、そ
の中で児童生徒の意志で学習を進めた
が、時間配分に課題がある児童も見られ
た。時間設定を児童に委ね、見通しをも
ちながら学習を進めることができるよ
うにすることも考えられる。 

（３）単元レベルでの振り返り 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（中学３年理科） 

 単元を通して、同じ振り返りの視点を
与え、生徒が自ら学習を調整しながら進
めることができた。 
 本単元で学んだことや自分ができた
こと、できなかったことについて振り返
らせることで、以降の単元での学習に振
り返ったことを生かしたり、自分の学び
について改善を図ったりしようとする
様子が見られた。 

 単元を通して振り返りを行い、その都
度教師からのフィードバックを行うこ
とで一定の成果を得られたが、教師の負
担が膨大になった。指導計画と評価計画
を吟味し、継続できるものを考えていく
必要がある。 

協力校授業① 
（小学２年体育） 

 児童の発達段階を考慮し、いくつかの
視点を与えて、どの児童でも振り返りを
することができるように配慮した。 

児童の振り返りから、児童が自らの苦
手や定着が不十分な所を自分の課題と
して捉えておらず、その改善に向けた取



第Ⅴ章 

- 3 - 

 

り組みがあまりできていなかったこと
が分かった。児童が自分の状況をメタ認
知し、学習改善を図っていくことができ
るように、より具体的な振り返りの視点
を与えたり、教師からの形成的な評価を
充実させたりする必要がある。 

協力校授業② 
（中学１年理科） 

 ポートフォリオを作成し、単元を通し
て、学習した内容や既習事項、さらに気
付いたことなどの関連について、振り返
りを重ねられるようにした。そうするこ
とで、学びが次時へとつながり、高い意
欲をもち続けながら、学習を進めること
ができた。 

 

センター発表会Ⅱ 
（小学４年社会） 

 「学級全体の学び」と「個人の学び」
の二つの視点で振り返りを行った。学級
全体の学びを振り返ることで、「劇化」
＝「力を合わせた学び合い」の価値を実
感し、協働的な学びの意義を感じられる
ようにした。また、個人の学びを振り返
ることで、自身の成長を実感しながら、
次の学びへとつなげることができるよ
うにした。 

振り返りの表現については、文章量や
その内容に個人差が見られた。そのた
め、他者参照に加え、教師からのフィー
ドバックや他教科、他単元での振り返り
の機会の保障など、振り返りを充実させ
る日常的な学習習慣の確立が求められ
る。 

 

研究内容１の総括 

・「課題設定」は、抽象度の高い「大くくりな問い」を設定することで、児童生徒の興味・関心に応じた学
習を進めることができた。このような課題設定は、児童生徒が自らの学びを進めていくうえで、非常に有
用であることが分かった。ただし、これは探究的、問題解決的な学習との親和性が高く、あらゆる教科や
単元に当てはまるものではないと考えられるため、今後のさらなる精査が必要である。 

・「見通し」は、児童生徒と教師とが共有し、どのような学びを進めていくかを理解していくことが重要で
ある。児童生徒の興味・関心だけを尊重するあまり、求められる資質・能力の育成が図られなくなってし
まうことが考えられる。単元目標を明確に位置付け、その達成に向けた見通しを児童生徒と共有すること
が必要である。 

・「自己決定、自己選択」は、児童生徒が自らの意思で学ぶ内容や方法を決めるという点では、一定の成果
が出たと考える。一方で、「時間の配分」については、教師が主導で導いていく授業が目立った。「何を、
どの程度まで児童生徒に委ねるのか」ということを更に吟味し、児童生徒が自走していくことのできる指
導計画の改善が求められる。 

・「単元レベルでの振り返り」は、振り返りの視点を与え、単元全体を振り返ることで、自分の成長や学び
の価値を実感することができたと考えられる。単元での振り返りをその単元だけのものにせず、次の単元
での学びにどのように生かしていくかの検討を重視することで、単元レベルでの振り返りの価値がさらに
高まるのではないかと考える。 
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２ 研究内容２ 児童生徒の深い学びを充実させる本時の展開の工夫 

（１）発問 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（中学３年理科） 

グループ交流の際に、理科の見方・考
え方を働かせられるような発問を意識
し、交流が深い学びへとつながるように
した。 

生徒の深い学びを実現するために、具
体的な働き掛けを想定する必要がある。
見方・考え方をより明確に意識したり、
「深い学び」を４つの視点から整理し直
したりすることが求められる。 

協力校授業① 
（小学２年体育） 

 「する」「見る」「支える」「知る」
という体育の見方・考え方を働かせられ
るように、それぞれの児童の技能の習得
状況や、表現の様子などに応じて、適切
に働き掛けをすることができた。 

発問を端的にすることで、すぐ活動を
理解し行動できる児童もいれば、見通し
をもちづらい児童もいた。今回は、安全
に配慮しながら、児童自らが選ぶことが
できる遊びの場として５カ所を設定し
たが、児童一人一人に適切な助言をする
ことができず、時間を意識して学習を行
うことができない児童もいた。 

協力校授業② 
（中学１年理科） 

 課題解決に向けて有効な理科の見方・
考え方をカードにして、生徒に提示し
た。そうすることで、科学的な根拠をも
って課題の解決に向けて学習に取り組
み、深い学びを実現していくことができ
るようにした。 

「学びを活性化させる教師からの働
き掛け」という点で、本時における「鍵
盤ハーモニカの分解」の場面は、可能な
限り生徒自身に行わせることで、より質
の高い理解や考えをもつことにつなが
り、深い学びへと結び付いたと考えられ
る。 

センター発表会Ⅱ 
（小学４年社会） 

 「事象や人々の相互関係」という社会
的事象の見方・考え方を働かせられるよ
うな問い掛けを行うことで、ただ事実と
しての知識を増やすだけでなく、屯田兵
の「具体的事例」と「苦心や努力」が結
び付き、深い学びへとつなげることがで
きた。 

 「先人たちの思いや願い」に注目させ
ることも効果的であったと考えられる。
発問を精査し、児童の深い学びの実現に
向けて、さらなる工夫ができると考えら
れる。 

（２）必要感のある学び合い 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（中学３年理科） 

説得力のある証明をするためには、そ
れぞれが調べた情報を合わせたり、取捨
選択したりする必要がある。そのため、
エキスパートチームにより、自分が調べ
ている内容を深く理解した上で、他者と
情報を持ち寄り、それらをつなげること
で、より説得力のある証明にすることを
目指すことができた。 

ただの「情報交流」で終わってしまい、
グループ交流を有効に活用できないグ
ループも見受けられた。「課題を達成す
るために、交流が有用である」「交流を
することで、より学びの質が高まる」と
生徒が感じられるような学習や活動を
設定していくことが必要である。 

協力校授業① 
（小学２年体育） 

 「友達が試したいと思う遊び」を考え
ることが、学習課題を解決することにつ
ながるため、必然的に友達に見せたり、
意見を聞いたりする必要が生まれた。協
働的な学びを通して、よりよい遊びを考
えようとすることができた。 

同じグループ内での交流が多かった
ため、交流するときに遊び方が偏ってい
るグループが見られた。他のグループと
積極的に交流するように声掛けをする
ことで、多様な遊びが生まれ、より深い
学びに向かったと考えられる。 

協力校授業② 
（中学１年理科） 

 それぞれが探究してきた内容を交流
することで、自分の考えと他者の考えを
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結び付けて、共通点や相違点を考えるこ
とができるようにした。仲間と協働する
ことで、科学的な根拠をもって説明する
ことができるようになった。 

センター発表会Ⅱ 
（小学４年社会） 

 劇を互いに見合って、共通点を考える
ことで、それぞれの発表がつながり、「屯
田兵の働き」と「苦心や努力」が相互に
関連付いて、深い学びへとつなげること
ができた。 

教師からの問い掛けや、児童の意見を
整理することによって交流を進めたが、
グループなど活動規模を調整し、話し合
い活動を児童に委ねることで、必要感の
ある学び合いを行うことができると考
えられる。 

（３）本時レベルでの振り返り 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（中学３年理科） 

 振り返りの視点に応じて、各自が自分
の学習を振り返ることで、次時への見通
しや意欲の向上につながった。 
ICT 機器を活用することで、教師から

のフィードバックを適切に行い、一人一
人に十分な形成的な評価を与えること
ができた。 

 本時の中で振り返りの時間を設定す
ることができなかった。振り返りの時間
自体を生徒の学習の中に位置付けるこ
とで、生徒自らが必要だと感じる振り返
りを考えていく必要がある。 

協力校授業① 
（小学２年体育） 

 友達と協力したり、友達の遊びを参考
にしたりすることで、自分の遊びをより
よくすることができた、ということを振
り返ることで、本時の学びの価値を感
じ、次時以降に生かしていこうとする意
欲を高めることができた。 

早く書ける児童はより多くの友達の
振り返りを参照することができたが、そ
うではない児童もおり、個々の振り返り
の質や書き終わりに差が生じてしまっ
た。児童の発達段階に応じて、他者参照
をしながら自己の振り返りができるよ
うに工夫する必要がある。 

協力校授業② 
（中学１年理科） 

 本時で鍵盤ハーモニカの内部が分か
ったため、調べてきたことと事実を結び
付けて、より深く理解することができ
た。それを「他の楽器のしくみも分かる
かもしれない」というように、新たな問
いを生み出すことにつなげ、次時への見
通しをもつことができた。 

  

センター発表会Ⅱ 
（小学４年社会） 

 学習課題を解決できたのは、「劇をし
て、学級で交流をしたからだ」と実感を
伴って振り返りを行う様子が見られた。
仲間と力を合わせて学習することの意
義を感じたり、今後の学習への意欲を高
めたりすることができた。 

本時において、振り返りの時間を十分
に確保することができなかった。児童が
学びや思考を整理するために、しっかり
と時間を確保し、言語化させることが必
要であった。 
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研究内容２の総括 

・「発問」については、「教師からの働き掛け」と大きく捉え、主発問や補助発問だけでなく、見方・考え
方を働かせながら交流を活性化させるための、指示なども含んだものとして広く設定したことで、教師か
らの幅広い指導を取り上げることができた。発問を児童生徒の思考を促す指導者によるフォローと捉え直
すことができたため、次年度は、発問の種類や場面を絞る、研究として明確に定義付けする等の工夫が求
められる。 

・「必要感のある学び合い」は、その学習活動を行うことで課題を解決したり、より深い学びができたりす
ることを、児童生徒自身が感じ、有用感をもつことが重要である。例えば、エキスパートチームで調べ学
習をした後に、それぞれが調べた情報をつなぎ合わせて知識を相互に関連付けることで、深い学びを実現
するといった、一定の成果があったと考える。一方で「学び合い」はあくまで手段であるが、学び合いを
すること自体が目的化してしまい、本来目指すべき「資質・能力の育成」の達成がやや不十分になってし
まったところもあった。また、子どもを主語にした学びを実現するために、子ども自身が必要感をもつこ
とができるような、課題設定や指導計画の吟味も求められる。 

・「本時レベルでの振り返り」は、振り返りの視点を与え、単に本時の学習を振り返るだけでなく、既習事
項や他者との協働とのつながりについても、意識的に振り返りを行うことができた。また、ICT機器を活
用することで、児童生徒同士による他者参照を可能にし、学習調整を図らせることや、教師からのフィー
ドバックを適切に与えることで、充実した形成的な評価を行うことができた。一方で振り返りについて
は、児童生徒に「させる」からの脱却が求められる。児童生徒が、振り返りを「したい」「した方がよい」
と、自ら判断できるような学びの過程を、年間を通して習慣とすることで、１単位時間の振り返りの価値
が高まると考える。 

 

第 20次研究 １年次 総括 

・「主体的・対話的で深い学び」の授業改善の視点に今一度立ち返るという考えのもと、「子どもを主語
にした」授業づくりに取り組むことができた。 

・「課題設定」においては、教科の本質となるような「大くくりな問い」を設定することで、各教科の「見
方・考え方」を、児童生徒が自然に働かせることができたと考える。また、児童生徒の興味・関心に基
づいて学習を進めることで、自由進度学習や複線型学習が有効な学習形態となり、個別最適な学びと協
働的な学びの一体的な充実を図ることができたと考える。 

・一方で、「自己決定、自己選択」や「学び合い」は、あくまでも手段であり、その学習活動を取り入れ
ることで、深い学びの実現が図られることが重要である。これらの手立てが、「資質・能力」の育成に
どれだけ寄与し得るかを、さらに吟味していく必要がある。 

・「振り返り」は、ICT 機器を活用して、他者参照を可能にして自己調整を図りやすくしたり、情報を集
約して形成的な評価をしやすくしたりするといった面で、一定の成果があったと考える。今後は、１単
位時間の中での価値について、改めて検証を行うとともに、家庭学習との関連についても研究内容の一
つとして捉えることも大切であると考える。 

・「発問」は、児童生徒に主体的な学びを促す、教師からの問い掛けや言葉掛け等と捉えたことで、さま
ざまな内容を取り上げることができた。２年次はより具体化させて、児童生徒の深い学びを実現させる
ために、発問の内容やタイミング等をさらに吟味することが求められる。 

 

２年次研究に向けて 

令和７年度(第 20次研究 ２年次)研究の見通し 
・本研究は２年次計画であるため、令和６年度(１年次)の研究を踏襲して、引き続き研究・実践を行う。 
・今年度と同じく、センター発表会Ⅰで研究の方向性を示し、２本の協力校授業、そしてセンター発表会
Ⅱと、計４本の研究授業の実践を基に研究内容を検証していく。 

・今年度は、全部で６つの研究内容を設定したが、これらを焦点化して、いくつかの研究内容に絞って重
点的に研究を行うことも考えられる。 

 

 


